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研究要旨 

遺伝子治療に伴う患児の社会的認知機能を評価するための眼球計測システムなら
びに検査課題の開発を行い，治療前後の社会認知機能評価手法を確立する． 

 

A.研究目的 

遺伝子治療の前後遺伝子治療による，患児の認知

機能，特に社会的認知の変化を言語によらない，

患児の「目の動き」のみから評価するシステムの

構築と検査課題を確立する．これにより，遺伝子

治療に伴う認知機能の変化を定量的に評価する． 

 

B.研究方法 

非侵襲的にかつ簡便に患児の眼球運動を計測可

能なアイトラッキングシステムを用いることに

より，ベッドサイドで定量的に認知機能を評価す

ることを目指す．アイトラッキングシステムは，

トビー社製（スウェーデン）の X2-60を用い，４

つの社会的認知課題を実施する予定であり，現時

点において課題を作成している． 

 

１．顔認知課題 

正立顔と倒立顔を呈示した際に，どちらに視線が

向き，どの程度注視するかを定量的に評価する． 

 

２．顔検出課題 

Riby ら(2008)の実験に基づき，風景の中に埋め込

まれた顔刺激に気づき，どのぐらい早く顔を検出

し，かつどの程度注視するかを定量的に評価する． 

 

３．視点取得課題 

他者の見ている景色と自分の見ている景色は異

なることを理解できるかを，最初のサッケードが

どちらに向かうかを指標として，定量評価する． 

 

４．注意の解放課題 

中心に呈示された刺激の後に周辺に呈示される

刺激をどの程度の遅れを持って見るかを，サッケ

ード潜時により評価する．これにより，患児の注

意機能の評価と，周辺視へ呈示される顔といった

社会刺激への選好を評価する． 

 

いずれの課題も乳児，児童を対象とした先行研究

により確立している実験パラダイムを用いるこ

とにより，患児の社会的認知機能を評価する． 

 

（倫理面への配慮） 

本研究で用いるアイトラッキングシステムは，非

侵襲であり，これまで世界中で乳児・児童，定型

発達・非定型発達児を対象とした研究に用いられ

ている．このため，危険性は全くなく，簡便に患

児の認知機能を評価することが可能である． 

 

C.研究成果 

現時点における予備的な結果として，患児の認知

機能を臨床の現場，特にベッドサイドで使用可能

なアイトラッキングシステムを構築し，遺伝子治

療前後においてどのように変化するか，経時的な

変化を追うためのシステムを構築した．現時点に

おいて，定型発達児を対象とした研究を進めてお

り，今後，遺伝子治療の対象となる患児で評価を

実施する． 

 

D.考察 



治療に伴う評価のうち，一つの重要な項目として，

社会的コミュニケーション能力がどのように治

療前後で変化するかを明らかにする必要がある．

病棟という制約，肢体が不自由な患者を対象とし

た条件で，簡便かつ頑健に認知機能を評価可能な

眼球運動計測システムを用いることにより，その

認知機能の評価を試みる． 

 

E.結論 

遺伝子治療の前後の患児の社会認知機能を評価

するシステムを構築した．今後，実際の治療前後

に伴う評価として用いる． 
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